
３年ぶりの産業まつり３年ぶりの産業まつり
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９月 25日、第 41 回ふるさと９月 25日、第 41 回ふるさと

産業まつりが開催されました。産業まつりが開催されました。
写真は認定こども園しかおいの写真は認定こども園しかおいの
鼓隊による演技です。鼓隊による演技です。
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全会計の決算を認定全会計の決算を認定
一 般 会 計 の 収 支 は 若 干 改 善
令和３年度令和３年度
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９
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定
例
議
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９
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９
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1616
日
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ら
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2828
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で
の
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で
の
1313
日
間
で
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開
催
さ
れ
た
。
議
員
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び
特
別
職
の
選
挙
運
動
の
公
費
負
担
の
条
例
改

開
催
さ
れ
た
。
議
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選
挙
運
動
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費
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担
の
条
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改

正
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一
般
会
計
補
正
予
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等
が
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案
さ
れ
、
原
案
ど
お
り
可
決
し
た
。

正
や
、
一
般
会
計
補
正
予
算
等
が
提
案
さ
れ
、
原
案
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お
り
可
決
し
た
。

令
和
３
年
度
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計
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算
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別
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さ
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議
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和
３
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計
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さ
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し
た
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し
た
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ふ
る
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令

ふ
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付
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和
２
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と
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０
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０
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和
４
年
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末
残
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は
計
画
で
は

７
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６
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７
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６
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万
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と
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再
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減
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す
る
見
込
み
で
あ
る
。

す
る
見
込
み
で
あ
る
。

※
減
債
基
金

※
減
債
基
金
：
町
債
（
借
金
）
の
償
還
（
返
済
）

：
町
債
（
借
金
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の
償
還
（
返
済
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増
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に
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え
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。
公
債
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借

の
増
加
に
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え
る
た
め
の
基
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。
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債
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借

金
返
済
）
が
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の
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迫
す
る
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合
、

金
返
済
）
が
他
の
経
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を
圧
迫
す
る
場
合
、

減
債
基
金
を
取
り
崩
し
公
債
費
に
充
て
る
。

減
債
基
金
を
取
り
崩
し
公
債
費
に
充
て
る
。

９月定例議会が９月 16日から 28 日までの期間で行われた９月定例議会が９月 16日から 28 日までの期間で行われた

■	総務文教常任委員会で、北見市・鶴居村等へ研修に行きました。
	 3 年ぶりの研修でした。つぶやき

令和３年度決算令和３年度決算

○
病
院
事
業
会
計
決
算

医
業
収
益
は
令
和
２
年
度

決
算
よ
り
４
９
４
２
万
円
減
、

医
業
費
用
も
９
７
３
６
万
円

減
額
と
な
っ
た
。

ま
た
、
令
和
３
年
４
月
よ

り
院
外
薬
局
へ
移
行
し
、
薬
品

費
が
減
額
し
た
。
さ
ら
に
新
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コ
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ル
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り
、
町
補
助
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６
８
７
４
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と
な
っ
た
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病
床
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率
は
53
・
13
％

で
、
国
の
公
立
病
院
改
革
プ
ラ

ン
に
よ
る
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限
70
％
を
16
・
87

ポ
イ
ン
ト
下
回
っ
た
。

今
後
も
地
域
病
院
の
実
情

を
訴
え
、
経
営
レ
ベ
ル
向
上
に

努
め
て
ほ
し
い
。

令
和
３
年
度
決
算
監
査
報
告

財
政
力
は
健
全
に
推
移

今
後
も
一
層
の
健
全
化
を野村　英雄

代表監査委員
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ロ
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よ
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に
多
大
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影
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し
て
い
る
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２
年
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決
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し
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入
・
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出
と
も
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と
な
っ
た
。

一
般
会
計
及
び
各
特
別
会

計
の
財
政
構
成
は
、
令
和
２
年

度
に
比
べ
自
主
財
源
が
１
・
８

ポ
イ
ン
ト
減
少
し
た
。

財
政
指
標
で
は
、
経
常
収

支
比
率
・
実
質
公
債
費
比
率
・

公
債
費
比
率
と
も
良
好
な
数
値

で
、
財
政
力
は
健
全
に
推
移
し

て
い
る
が
、
今
後
も
行
財
政
改

革
を
進
め
、
一
層
の
健
全
化
に

努
め
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。「

愛
・
夢
・
笑
顔　

あ
ふ
れ

る
未
来
へ
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実
現
を
目
指
し
、

町
民
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
町

づ
く
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を
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。

令
和
４
年
度
へ
繰
り
越
し

５
億
５
９
９
４
万
円

■ 令和３年度　一般会計　決算額

自自

依依

主主

存存

財財

財財

源源
38.0％38.0％

62.0％62.0％

源源

まちづくり・地域活性化等のまちづくり・地域活性化等の
ために（総務費）ために（総務費）

22 億 6855 万円（28.7％）22 億 6855 万円（28.7％）
貯金を取り崩して収支の貯金を取り崩して収支の
不足を補うお金（繰入金）不足を補うお金（繰入金）

４億 2015 万円（5.0％）４億 2015 万円（5.0％）

国から交付される国から交付される
地方共有の税地方共有の税

（地方交付税）（地方交付税）
31 億 6150 万円31 億 6150 万円

（37.4％）（37.4％）

使い道が決められている国からの使い道が決められている国からの
交付金等（国庫支出金）交付金等（国庫支出金）

10 億 4611 万円（12.4％）10 億 4611 万円（12.4％）

事業を行うため借り入れるお金（町債）事業を行うため借り入れるお金（町債）
３億 5282 万円（4.2％）３億 5282 万円（4.2％）

国税の一部を地方へ譲与国税の一部を地方へ譲与
（地方譲与税）（地方譲与税）

1 億 5859 万円（1.9％）1 億 5859 万円（1.9％）

使い道が決められている北海道使い道が決められている北海道
からの交付金等（道支出金）からの交付金等（道支出金）

３億 2564 万円（3.9％）３億 2564 万円（3.9％）

地方消費税を北海道と按分地方消費税を北海道と按分
（地方消費税交付金）（地方消費税交付金）

1 億 3666 万円（1.6％）1 億 3666 万円（1.6％）
その他　5624 万円（0.7％）その他　5624 万円（0.7％）

個人や会社個人や会社等等
からの税（町税）からの税（町税）
8 億 5455 万円8 億 5455 万円

（10.1％）（10.1％）

施設施設等等の使用料及び手数料の使用料及び手数料
6 億 3836 万円（7.6％）6 億 3836 万円（7.6％）

預金利子や預金利子や
バイオガスプラントバイオガスプラント
売電収入売電収入等等（諸収入）（諸収入）
４億 8948 万円（5.8％）４億 8948 万円（5.8％）

令和２年度予算令和２年度予算からから
の繰越金の繰越金
６億 2742 万円６億 2742 万円（7.4％）（7.4％）

ふるさと納税ふるさと納税等等
寄附金寄附金（1.2％）（1.2％）

9735 万円9735 万円
その他その他（1.0％）（1.0％）

8648 万円8648 万円

農畜産業・基盤整備農畜産業・基盤整備等等
のために（農林費）のために（農林費）

13 億 9502 万円（17.7％）13 億 9502 万円（17.7％）

借金の返済借金の返済
（公債費）（公債費）

９億 1259 万円９億 1259 万円
（11.6％）（11.6％）

各種基金へ積み立て各種基金へ積み立て
（諸支出金）（諸支出金）

８億 5164 万円（10.8％）８億 5164 万円（10.8％）

教育教育等等のために（教育費）のために（教育費）
４億 3349 万円（5.5％）４億 3349 万円（5.5％）

老人福祉・心身障がい者老人福祉・心身障がい者等等
のために（民生費）のために（民生費）

６億 1828 万円６億 1828 万円
（7.8％）（7.8％）

疾病予防・公衆衛生疾病予防・公衆衛生等等
のために（衛生費）のために（衛生費）

４億 6384 万円（5.9％）４億 6384 万円（5.9％）

道路・公園道路・公園等等のの
ために（土木費）ために（土木費）

４億 9487 万円（6.3％）４億 9487 万円（6.3％）

観光や商工業観光や商工業等等のために（商工費）のために（商工費）
1 億 9931 万円1 億 9931 万円（2.5％）（2.5％）

火災予防火災予防等等のために（消防費）のために（消防費）
２億 474 万円２億 474 万円（2.6％）（2.6％）

議会運営のために（議会費）議会運営のために（議会費）ほかほか
4907 万円（0.6％）4907 万円（0.6％）

歳 出歳 出
78億78億
9145 万円9145 万円

歳 入歳 入
84億84億
5140 万円5140 万円

※１万円未満切り捨て。
※各科目毎の金額及び％の合計は、合計額及び 100％と一致しない。

会 計 区 分 令和３年度	歳入（万円） 歳出（万円） 残額（万円）
一 般 会 計 84 億 5140 78 億 9145 5 億 5994

特
別
会
計

国民健康保険 7 億 9691 7 億 9123 567
簡 易 水 道 3 億			236 2 億 9901 334
下 水 道 2 億 4688 2 億 4316 372
介 護 保 険 5 億 3336 5 億 1931 1405
後期高齢者医療 9294 9253 40

合 計 104 億 2387 98 億 3672 5 億 8714

※※
減
債
基
金
へ
積
み
立
て

減
債
基
金
へ
積
み
立
て

２
億
７
０
０
０
万
円

２
億
７
０
０
０
万
円

令
和
４
年
度
予
算
へ
繰
り
越
し

令
和
４
年
度
予
算
へ
繰
り
越
し

２
億
６
２
２
４
万
円

２
億
６
２
２
４
万
円

繰
越
財
源

繰
越
財
源  

２
７
６
９
万
円

２
７
６
９
万
円

※正職員及び※正職員及びフルタイムフルタイム会計年度会計年度
任用職員の給与は、総務費に含む。任用職員の給与は、総務費に含む。
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令和３年度決算 令和３年度決算

クローズアップ 2021クローズアップ 2021

決 算・ 事 業決 算・ 事 業

瓜幕・笹川・上幌内・通明小学校、瓜
幕中学校の教室へエアコンを設置した。
なお、鹿追小学校・鹿追中学校への設

置は令和４年度から実施している。

入所児の減少等により令和３年３月
31 日をもって閉所し、59 年の歴史に幕
を下ろした。

1562 万円

町 内 ５ 小 中 学 校
エ ア コ ン 購 入

笹 川 保 育 所 閉 所

教育支援センター　トリムセンター南側に設置教育支援センター　トリムセンター南側に設置

ありがとう会でバルーンリリース（R4.3.28）ありがとう会でバルーンリリース（R4.3.28）

財 政 力 （３カ年平均の財政力指数）借金全体（３カ年平均の実質公債費比率）

弾 力 性（経常収支比率）

貯金と借金

主要２基金（減債・財政調整基金）

数字で見る　まちの主な財政指標
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億円

年度

財政調整基金

減債基金

町税や普通地方交付税等の収入（経常的収入）
から、人件費や借金返済（公債費）等の固定的
に毎年支払う経費（経常的経費）にどれだけ使
われたのかを示します。
数値が低いほど新たな行政サービス（政策的
経費）に投資でき、弾力性があるといえます。	
逆に 100％に近づくほど新たな投資は難しくな
り、財政の硬直化が進んでいます。
令和２年度に続き若干改善しています。

貯金（基金等）はここ数年減少していま
したが、活き生き商品券事業等、歳出の一
部について従来の一般財源から、地方創生
臨時交付金（新型コロナウイルス対策交付
金）に充てることで若干増加しています。
一方、借金（地方債）は令和２年度に続
いて若干減少しています。

貯金（基金）のうち、減債基金及び財政調整基金で
比較すると、近年は特に減債基金が借金返済（公債費）
増により著しく減少していましたが、令和３年度末は
若干増加しています。

財政力の強さを計る指標で、
数値が高いほど町税等の自主財
源が多いことを示します。
100％との差額分は、国からの
お金（普通地方交付税）で賄わ
れます。

一般会計等の借金返済（公債
費）等を、標準的収入で割った
比率です。18％以上は借金（起債）
をするときに北海道の許可が必
要となり、25％以上は一部を除
いて借金が不許可となります。

（前年度比１．７ポイント減）
減債基金残高（R4.3 末現在）

（R3.3 末より２億 7007 万円増）

財政調整基金残高（R4.3 末現在）
（R3.3 末より 10 万円増）

（前年度比

０．５ポイント減）

（前年度比

０．７ポイント減）

78.6％10 億 3366 万円

６億 5500 万円

26.2％９. ６％

1433 万円

696 万円

4180 万円

コロナ禍により１年遅れで開町 100 年記念として、碑除幕
式、歴史めぐりツアー、記念映像制作等を行なった。

日本ジオパーク委員会が４年に１回実施する再認定審査
で、２回目の再認定を受けた。

不登校児童及び生徒、保護者に寄り添いながら不安解消に
努め、サポートをしていくため、旧教職員住宅を改修し、セ
ンターとして開設した。

車内空調及び耐振動性が優れ、高度救
急処置用資機材等の機能性が向上した。

開町 70年で埋設したタイムカプセルの開封式（R3.8.12）開町 70 年で埋設したタイムカプセルの開封式（R3.8.12）

ジオパーク再認定の調査員と意見交換会（R3.12.8）ジオパーク再認定の調査員と意見交換会（R3.12.8）

開 町 100 年 記 念 行 事

と か ち 鹿 追 ジ オ パ ー ク
２ 回 目 の 再 認 定

教育支援センターひなたぼっこ開設

高規格救急車を更新

■	追い詰められた日本国と太平洋戦争、追い詰められているロシアは、
世界はどうなる？つぶやき

■まちの 貯 金 （基金等）

38 億 9028 万円 （R4.3 末現在）

（R3.3 末より４億 3014 万円増）

町民 1人当たり

74 万 8276 円 （人口 5199 人）

■まちの	■まちの	借 金借 金  （地方債残高）（地方債残高）  

7070 億億 39883988 万円万円（（R4.3 末現在）R4.3 末現在）
（R3.3 末より５億 4349 万円減）（R3.3 末より５億 4349 万円減）

町民 1人当たり町民 1人当たり

135135 万万 40844084 円円  （人口 5199 人）（人口 5199 人）

これらの数値から、鹿追町の財政状況が 
見えてきます。
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算・ 質 疑算・ 質 疑T h e  決T h e  決
９月 26 日に開催された決算審査特別委員

総 務総 務 費費衛 生衛 生 費費

総 務総 務 費費農 林農 林 費費

地域つながり活動助成金事業子宮頸がんワクチン

ワーケーション実証事業瓜幕バイオガスプラント水耕栽培ハウス

QQ

QQ

AA

AA

AA

AA

若者の投票率３歳児の弱視検査方法改善

ライディングパークの利用第三のバイオガスプラント計画

衆議院選挙での 18 歳
投票率は。

３歳児健診の弱視検査
の方法は。

スポットビジョンスク
リーナーの検査機器を使
えば数秒で完了する。

導入しては。

競ばん馬大会が第 60
回で終了した。

今後、施設の利用や修
学旅行生の利用見込みと
賃借料は。

環境保全センターの各
プラント稼働状況は。

第三のプラント導入に
向けた内容は。

液肥の利用促進は。

18 歳 の 有 権 者 58 人
の う ち 37 人、 投 票 率
63.79％だった。
18 歳 と 19 歳 を 合 わ

せた投票率は十勝管内の
平均で 43.88％、本町は
57.89％で、管内４番目で
ある。

現在は絵カードを使用
して検査している。
スポットビジョンスク

リーナーは約 200 万円で、
メンテナンスも必要であ
る。検討したい。

今後の施設利用は検討
中である。
修学旅行での利用は、

施設の魅力を伝え利用促
進したい。賃借料は条例
に基づき徴収している。

令和３年７月に新しい
100kw 発電機を設置後は
順調に稼働している。
第三のプラント計画の

最大の課題は多額の事業
費である。
液肥は利用促進に努め

るが、余剰は処理も検討
したい。

QQ

QQ

A
A

A

A

サポートガイド養成講座
は、７回の講座を全て受講
した 28人が認定された。
ジオパークガイドの認定

者は現在１人いる。

いずみ野団地は完売し
た。
宅地利用できる土地を把

握し、譲渡できるよう検討
したい。

乗車人数減少が要因で、
負担の増加が予想される。
町負担のうち８割は特別

交付税措置されるが、国か
ら一層の助成を求めたい。

いわゆる闇小作は町内事
例としてある。説明、説得
しているが解消されていな
い。
対策を講じたい。

８件の利用にとどまった
が、今後の活動は。

子宮頸がんワクチン接種
者は少ないが、接種の勧奨
は。

鹿島建設がモニターツ
アー３回実施したが、内容
は。

ハウスに作付けのない期
間の有無は。

総 務総 務 費費衛 生衛 生 費費

総 務総 務 費費農 林農 林 費費

QQ

QQ

ジオパークガイド養成町有地での宅地活用

地方バス路線維持対策事業農業委員会の許可を得ない
農地の貸し借り

サポートガイドとジオ
パークガイド養成講座を各
７回開催したが、ガイドの
合格者は。

町有地のうち、宅地を活
用しての新たな分譲は。

補助額が 1800 万円と令
和元年度の２倍になってい
る。どこまでも行政の負担
が増えることになるのか。

農業委員会の許可を得な
い農地の貸し借りについて
の実態は。

行政区は花壇整備、防災
講話、花火大会等、工夫し
実施している。
事業は令和４年度で終了

予定だが、令和５年度以降
も継続を含め検討する。

国は副作用関係で一時
勧奨しなくなったが、令和
３年度から再び行なってい
る。
町としても接種を勧奨し

たい。

合計で18人が参加した。
ウチダザリガニ防除、家畜
ふん尿処理、しかりべつ湖
コタン製作を体験した。
参加者からさまざまな

提言があった。今後もこれ
らの企業と関係を構築した
い。

瓜幕バイオガスプラント
余剰熱を活用した水耕栽培
の作物は限られるが、作付
けのない期間もある。品種
等、検討したい。
障がい者の就業支援を積

極的に進めたい。

総 務総 務 費費総 務総 務 費費

総 務総 務 費費農 林農 林 費費

選挙へ行きましょう選挙へ行きましょう
スポットビジョンスクリーナースポットビジョンスクリーナー

（ウェルチ・アレン・ジャパン	ホームページより）（ウェルチ・アレン・ジャパン	ホームページより）

競ばん馬大会競ばん馬大会

中鹿追バイオガスプラントの 100kw発電機中鹿追バイオガスプラントの 100kw発電機

地域つながり活動助成金の活用例（中鹿追）地域つながり活動助成金の活用例（中鹿追）
子宮頸がんワクチンのリーフレット子宮頸がんワクチンのリーフレット
（厚生労働省ホームページより）（厚生労働省ホームページより）

ワーケーションにも活用された平成館ワーケーションにも活用された平成館水耕栽培ハウスの内部水耕栽培ハウスの内部

サポートガイド養成講座で林内を説明サポートガイド養成講座で林内を説明

完売したいずみ野団地完売したいずみ野団地

公共交通機関を利用しましょう公共交通機関を利用しましょう
農業委員会の現地調査農業委員会の現地調査

■	3 年ぶりに式典やイベントが開催されている。
	 3 年前の社会生活に戻れるのはいつのことかなぁ・・・。つぶやき

決算審査特別委員会決算審査特別委員会

した。

会 （加納　茂委員長）で、令和 3 年度の決算に 

おいて質疑を行い、採決の結果全員賛成で認定
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商 工商 工 費費

総括質疑総括質疑

トカプチ 400 地域ルート

公共料金改定

Q

Q

A

A

A

A

然別湖周辺の看板設置

物価高騰による給食への影響

依然として観光案内の
看板が少ない。各所に設
置を。

給食食材の高騰で厳し
い状況では。

観光関係者と検討し、
必要なものは対応したい。

厳しい状況だが、栄養
面をしっかり考え対応し
たい。

Q

Q

A

A

寄付金のうち、返礼品
30％、送料 10％、手数料
10％の計 50％が経費で、
残り約 4500 万円である。
町民が他市町村へふるさ

と納税した400万円を差し
引いた約 4100 万円が町の
収入である。

10 月の工事発注に向け
準備中である。優先順位を
つけており、状況により補
正予算等で対応する。

サイクルツーリズムを
事業化し観光誘致を目指す
が、動きが見えないが。

行財政改革中であるが、
公共料金改定は。

商 工商 工 費費

教 育教 育 費費

Q

Q

ふるさと納税

道路の白線

ふ る さ と 納 税 寄 付 額
9031 万円だが、返礼品等、
経費を除いた金額は。

車両通行が多い町道７号
線の中央線が消えており、
早急に引けないか。

地域ルート認定を進め
て、協議会を開催しルート
づくりを進めている。
町内事業者と事業展開に

ついて協議し、地域ルート
を含めた観光振興を進めた
い。

公共料金は、消費税改定
を除いて見直しはしていな
い。
上下水道料金は十勝管内

でも安い。水道料金は令和
６年度から公営企業会計と
なり、状況により検討した
い。

商 工 費商 工 費

土 木土 木 費費

然別湖然別湖

給食の例（町内産牛肉を使用した	給食の例（町内産牛肉を使用した	
ビーフシチュー、R4.9.30）ビーフシチュー、R4.9.30）

道の駅しかおい　地域ルートの一拠点道の駅しかおい　地域ルートの一拠点

水を大切に水を大切に

返礼品の例（生チョコチーズ）返礼品の例（生チョコチーズ）

町道７号線町道７号線

決算審査特別委員会
【
一
般
会
計
】

○
鹿
追
町
商
工
会
補
助
金
（
活
き
生

き
商
品
券
事
業
）	

２
５
４
０
万
円

額
面
１
万
４
千
円
の
商
品
券
を

１
万
円
で
販
売
す
る
。
申
し
込
み
の

上
限
は
町
内
世
帯
４
冊
、
町
民
以
外

は
１
世
帯
２
冊
。

申
し
込
み
は
令
和
４
年
９
月
５

日
か
ら
９
月
16
日
（
受
付
終
了
）、

購
入
は
令
和
４
年
10
月
11
日
か
ら
12

月
23
日
、
有
効
期
間
は
令
和
５
年
１

月
15
日
ま
で
。

こ
の
事
業
は
、
鹿
追
町
商
工
会
及

び
Ｊ
Ａ
鹿
追
町
が
実
行
委
員
会
を
組

織
し
実
施
す
る
。

国
の
交
付
金
及
び
北
海
道
の
補

助
金
を
活
用
す
る
。

○
高
齢
者
世
帯
等
生
活
支
援
金
支
給

事
業	

５
２
０
万
円

令
和
４
年
度
の
住
民
税
均
等
割

が
非
課
税
で
、
65
歳
以
上
の
高
齢
者

等
の
世
帯
に
対
し
、
１
万
２
千
円
を

支
給
す
る
。

○
町
内
事
業
者
等
事
業
継
続
緊
急
支

援
金
給
付
事
業	

１
２
９
５
万
円

一
定
の
要
件
を
満
た
す
町
内
中

小
・
小
規
模
法
人
事
業
者
へ
10
万

円
、
個
人
事
業
者
へ
５
万
円
を
支
給

す
る
。

○
町
内
運
送
事
業
者
事
業
継
続
緊
急

支
援
金
給
付
事
業	

５
２
５
万
円

一
定
の
要
件
を
満
た
す
運
送
事

業
者
で
、
町
内
中
小
・
小
規
模
法
人

へ
10
万
円
、個
人
事
業
者
へ
５
万
円
、

車
両
１
台
当
た
り
５
万
円
を
支
給
す

る
。ま

た
、
助
成
の
上
限
は
１
０
０
万

円
ま
で
と
す
る
。

○
農
業
用
資
材
等
高
騰
対
応
助
成
金

	

５
８
１
０
万
円

町
内
の
認
定
農
業
者
及
び
販
売

農
家
へ
、
法
人
20
万
円
、
個
人
10
万

円
、
肥
料
１
ｔ
当
た
り
３
１
２
５
円

を
支
給
す
る
。

○
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク
チ
ン

接
種	

１
２
７
３
万
円

新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
を
12
歳

以
上
で
２
回
ま
で
接
種
し
た
希
望
者

に
対
し
、
オ
ミ
ク
ロ
ン
株
対
応
ワ
ク

チ
ン
を
10
月
下
旬
以
降
に
接
種
す

る
。接

種
場
所
は
国
民
健
康
保
険
病

院
及
び
み
や
ざ
わ
循
環
器
・
内
科
の

２
カ
所
と
な
る
。

○
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
決
済
導
入

	

３
５
５
万
円

戸
籍
年
金
窓
口
及
び
神
田
日

勝
記
念
美
術
館
で
の
料
金
収
受
に

キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
決
済
を
導
入
す

る
。対

応
す
る
支
払
い
方
法
は
ク
レ

ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
、
二
次
元
バ
ー
コ
ー

ド
及
び
非
接
触
Ｉ
Ｃ
カ
ー
ド
払
い
を

予
定
し
て
い
る
。

○
公
共
施
設
Ｗ
ｉ—

Ｆ
ｉ
設
置

	

２
４
４
万
円

ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
、
ウ
リ
マ
ッ

ク
ホ
ー
ル
、
ワ
ー
キ
ン
グ
セ
ン
タ
ー

施
設
内
に
無
料
Ｗ
ｉ—

Ｆ
ｉ
を
設
置

す
る
。

○
介
護
職
員
初
任
者
研
修
事
業

	

45
万
円

社
会
福
祉
協
議
会
の
事
業
と
し

て
、
介
護
職
員
初
任
者
研
修
を
実
施

し
て
い
る
が
、
受
講
希
望
者
が
増
加

の
た
め
、
事
業
費
を
追
加
し
た
。

○
消
防
団
員
用
活
動
服
購
入

	

１
４
８
万
円

消
防
団
員
に
貸
与
し
て
い
る
活

動
服
の
多
く
は
平
成
16
年
に
購
入

し
、
損
耗
が
著
し
い
。

消
防
団
員
の
持
続
的
な
活
動
を

確
保
す
る
た
め
整
備
す
る
。

○
自
治
体
専
用
チ
ャ
ッ
ト
ツ
ー
ル
導
入

	

６
４
１
万
円

行
政
専
用
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
と
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
保
護
さ
れ
た
通
信

で
つ
な
ぎ
、
職
員
や
他
市
町
村
職
員

と
の
通
信
も
容
易
に
で
き
る
ソ
フ
ト

ウ
ェ
ア
を
導
入
す
る
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
対
策
及
び

脱
炭
素
先
行
地
域
関
連
予
算
を
可
決

臨
時
議
会
が
令
和
４
年
８
月
22
日
、
９
月
定
例
議
会
が
９
月

16
日
か
ら
28
日
ま
で
の
13
日
間
で
開
催
さ
れ
た
。
条
例
改
正
４

件
、
補
正
予
算
７
件
、
同
意
２
件
、
決
算
認
定
７
件
、
意
見
書

１
件
を
原
案
ど
お
り
可
決
し
た
。

一
般
会
計
の
予
算
総
額
は
、
４
億
９
９
２
万
円
を
増
額
し
、

74
億
２
６
２
６
万
円
と
し
た
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
対
策

主
な
補
正
予
算

８月臨時・９月定例議会

■	霜月、ブラックアイスバーンの季節です。スタッドレスでも滑る場
合があるのでスピードダウン運転に心掛けましょう。つぶやき

住民票等の手数料を住民票等の手数料を
キャッシュレス払い可能にキャッシュレス払い可能に

介護職員初任者研修（R4.9.10）介護職員初任者研修（R4.9.10）

10 月から発行中の10月から発行中の
活き生き商品券（見本）活き生き商品券（見本）
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○
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
場
芝
刈
機

	

４
９
５
万
円

Ｇ
Ｅ
Ｏ
Ｐ
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
場
整

備
用
の
グ
リ
ー
ン
専
用
芝
刈
り
機
を

購
入
す
る
。

国
の
交
付
金
を
活
用
す
る
。

○
運
動
公
園
ス
キ
ー
場
物
置
等
設
置

	

１
７
５
万
円

運
動
公
園
ス
キ
ー
場
に
、
ス
ノ
ー

モ
ー
ビ
ル
等
を
格
納
で
き
る
物
置
を

設
置
す
る
。

○
農
業
用
水
取
水
ポ
ン
プ
取
り
替
え

	

８
８
９
万
円

農
業
用
水
用
の
地
下
水
く
み
上

げ
ポ
ン
プ
の
う
ち
１
台
が
故
障
し
た

た
め
、
交
換
す
る
。

【
下
水
道
会
計
】

○
個
別
排
水
処
理
施
設
設
置

	

２
０
０
万
円

農
家
地
区
の
住
宅
建
設
に
よ
り
、

個
別
排
水
処
理
施
設
を
整
備
す
る
。

【
病
院
会
計
】

○
病
院
経
営
強
化
プ
ラ
ン
策
定
業
務

委
託	

２
２
０
万
円

病
院
が
地
域
で
の
役
割
、
機
能
を

明
確
化
し
、
基
幹
病
院
と
の
連
携
強

化
、
経
営
の
見
直
し
等
、
持
続
可
能

な
医
療
体
制
確
保
の
た
め
計
画
を
策

定
す
る
。

計
画
は
令
和
４
年
度
又
は
５
年

度
に
策
定
し
、
策
定
翌
年
度
か
ら
令

和
９
年
度
ま
で
実
施
す
る
。

○
公
平
委
員
に
山や
ま

木き

友と
も

子こ

さ
ん
を
選
任

任
期
満
了
に
伴
う
公
平
委
員
の

選
任
に
つ
い
て
、
山
木
友
子
さ
ん
の

新
任
に
同
意
し
た
。

任
期
は
令
和
８
年
９
月
30
日
ま

で
の
４
年
間
で
あ
る
。

※
公
平
委
員
：
職
員
の
勤
務
条
件
に
関
す
る

措
置
の
要
求
及
び
職
員
に
対
す
る
不
利
益
処

分
を
審
査
し
、
必
要
な
措
置
を
講
ず
る
こ
と

を
職
務
と
す
る
行
政
委
員
。
委
員
３
人
で
構

成
さ
れ
、
任
期
は
４
年
。

○
教
育
委
員
に
河か
わ

邊べ

美み

佳か

さ
ん
を
再
任

任
期
満
了
に
伴
う
教
育
委
員
の

任
命
に
つ
い
て
、
河
邊
美
佳
さ
ん
の

再
任
に
同
意
し
た
。

河
邊
さ
ん
は
平
成
20
年
10
月
か

ら
教
育
委
員
を
務
め
、
５
期
目
と
な

る
。
任
期
は
令
和
８
年
９
月
30
日
ま

で
。

※
教
育
委
員
：
教
育
に
関
す
る
事
務
を
管
理

執
行
す
る
た
め
設
置
さ
れ
る
行
政
委
員
。
教

育
長
及
び
教
育
委
員
４
人
で
構
成
さ
れ
、
任

期
は
４
年
。

○
国
土
強
靱
化
に
資
す
る
社
会
資
本

整
備
等
に
関
す
る
意
見
書

北
海
道
は
、
自
然
災
害
や
巨
大
地

震
等
の
リ
ス
ク
増
大
、
公
共
施
設
の

老
朽
化
等
の
問
題
を
抱
え
て
お
り
、

社
会
資
本
整
備
・
管
理
の
長
期
安
定

化
、
高
規
格
道
路
の
早
期
開
通
、
暫

定
２
車
線
の
４
車
線
化
等
に
つ
い
て

国
へ
要
望
す
る
。

○
議
会
議
員
及
び
町
長
の
選
挙
に
お

け
る
選
挙
運
動
の
公
費
負
担
に
関
す

る
条
例

物
価
高
騰
に
よ
り
、
選
挙
運
動
の

公
費
負
担
限
度
額
を
、
レ
ン
タ
カ
ー

１
万
６
１
０
０
円
／
日
（
＋
３
０
０

円
）、
燃
料
７
７
０
０
円
／
日
（
＋

１
４
０
円
）
及
び
ビ
ラ
作
成
費
用
７

円
73
銭
／
枚
（
＋
22
銭
）
に
そ
れ
ぞ

れ
引
き
上
げ
た
。

令
和
５
年
４
月
執
行
予
定
の
統

一
地
方
選
か
ら
適
用
予
定
で
あ
る
。

○
重
度
心
身
障
害
者
及
び
ひ
と
り
親

医
療
費
助
成
に
関
す
る
条
例

75
歳
以
上
の
後
期
高
齢
者
医
療

加
入
者
の
う
ち
、
一
定
所
得
以
上
の

世
帯
で
窓
口
負
担
が
２
割
に
引
き
上

げ
ら
れ
た
が
、
重
度
心
身
障
害
者
は

１
割
分
を
北
海
道
と
町
で
負
担
す

る
。

○
職
員
の
服
務
の
宣
誓
に
関
す
る
条
例

新
た
に
職
員
に
な
っ
た
者
が
宣

誓
を
行
う
際
、
任
命
権
者
の
面
前
で

の
署
名
を
不
要
と
し
、
宣
誓
書
の
提

出
の
み
に
変
更
す
る
。

○
職
員
の
育
児
休
業
等
に
関
す
る
条
例

職
員
の
育
児
休
業
分
割
取
得
、
会

計
年
度
任
用
職
員
の
取
得
要
件
緩

和
、
育
児
・
出
産
等
を
申
し
出
た
職

員
へ
育
児
休
業
制
度
の
個
別
周
知
・

意
向
調
査
、
相
談
体
制
の
整
備
等
に

つ
い
て
改
正
し
た
。

【
一
般
会
計
】

○
省
エ
ネ
家
電
買
換
え
促
進
補
助
金

	

80
万
円

電
気
冷
蔵
庫
を
買
い
換
え
る
際
、

町
内
住
宅
へ
の
設
置
等
、
一
定
の
要

件
を
満
た
し
、
税
別
４
万
円
以
上
、

省
エ
ネ
基
準
達
成
率
１
０
０
％
以

上
の
新
品
を
購
入
し
た
場
合
、
上
限

４
万
円
分
の
商
品
券
を
支
給
す
る
。

○
脱
炭
素
自
動
車
普
及
促
進
補
助
金

	

２
９
７
万
円

住
民
又
は
事
業
所
の
拠
点
が
町

内
に
あ
る
法
人
が
、
一
定
の
要
件
を

満
た
し
、
ク
リ
ー
ン
エ
ネ
ル
ギ
ー

自
動
車
導
入
補
助
金
（
Ｃ
Ｅ
Ｖ
補
助

金
）
対
象
の
水
素
燃
料
電
池
車
（
Ｆ

Ｃ
Ｖ
）、
電
気
自
動
車
（
Ｅ
Ｖ
）
及

び
プ
ラ
グ
イ
ン
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
自
動

車
（
Ｐ
Ｈ
Ｖ
・
Ｐ
Ｈ
Ｅ
Ｖ
）
の
新
車

を
購
入
し
た
場
合
、
上
限
１
０
０
万

円
分
ま
で
の
商
品
券
を
支
給
す
る
。

ま
た
、
Ｆ
Ｃ
Ｖ
は
中
古
車
の
場

合
、
上
限
50
万
円
分
ま
で
と
す
る
。

○
身
体
障
害
者
普
通
自
動
車
運
転
免

許
取
得
費
助
成
事
業	

10
万
円

身
体
障
が
い
者
の
社
会
活
動
促

進
の
た
め
、
要
件
を
満
た
す
自
動
車

運
転
免
許
の
取
得
者
に
上
限
10
万
円

ま
で
助
成
す
る
。

○
高
齢
者
補
聴
器
購
入
費
助
成
事
業

	

15
万
円

聴
力
が
低
下
し
た
65
歳
以
上
の

高
齢
者
の
う
ち
、
中
等
度
難
聴
と
診

断
さ
れ
、
聴
覚
障
が
い
に
よ
る
身
障

者
手
帳
を
所
持
し
て
い
な
い
方
に
対

し
、
補
聴
器
取
得
費
用
を
上
限
３
万

円
ま
で
助
成
す
る
。

○
脱
炭
素
先
行
地
域
づ
く
り
事
業
執

行
事
務
委
託

	

２
９
７
８
万
円

脱
炭
素
先
行
地
域
づ
く
り
事
業

事
務
の
た
め
、
委
託
業
務
を
実
施
す

る
。期

間
は
令
和
４
〜
12
年
度
ま
で

と
す
る
。

○
脱
炭
素
先
行
地
域
役
場
周
辺
エ
リ

ア　

ゼ
ロ
エ
ネ
ル
ギ
ー
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
（
Ｚ
Ｅ
Ｃ
）
化
事
業

	

５
２
２
４
万
円

町
民
ホ
ー
ル
等
、
役
場
周
辺
の
公

共
施
設
を
改
修
及
び
太
陽
光
発
電
等

を
検
討
す
る
た
め
調
査
・
支
援
業
務

を
委
託
す
る
。

期
間
は
令
和
４
〜
６
年
度
に
実

施
し
、
総
額
は
１
億
５
６
７
８
万
円

の
見
込
み
。

○
鹿
追
高
校
カ
ナ
ダ
短
期
留
学
（
鹿

追
高
校
生
派
遣
事
業
助
成
金
ほ
か
）

	

１
６
５
０
万
円

鹿
追
高
校
カ
ナ
ダ
短
期
留
学
は

３
年
ぶ
り
の
実
施
に
伴
い
、
費
用
の

値
上
が
り
や
ホ
ー
ム
ス
テ
ィ
か
ら
ホ

テ
ル
泊
に
変
更
と
な
る
こ
と
を
想
定

し
増
額
し
た
。

ま
た
、
引
率
者
を
１
人
追
加
し
９

人
と
し
た
。

予
算
総
額
は
３
７
１
３
万
円
と

な
る
。

令
和
４
年
度
は
高
校
２
年
生
が
、

９
月
30
日
か
ら
10
月
10
日
ま
で
の
11

日
間
訪
問
し
た
。

○
町
総
合
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
制
作

	

１
２
９
万
円

町
の
総
合
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を

１
万
部
印
刷
・
配
布
す
る
。

○
道
路
改
良
舗
装
工
事

	

１
３
７
０
万
円

町
道
鹿
追
北
８
線
及
び
鹿
追
東

部
北
10
線
改
良
工
事
を
実
施
す
る
。

○
農
業
委
員
用
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
導
入

	

59
万
円

農
地
関
連
法
改
正
に
伴
い
、
農
地

の
効
率
的
・
統
合
的
な
利
用
整
備
を

推
進
す
る
た
め
、
目
標
地
図
を
作
成

す
る
。

農
業
委
員
に
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末

を
貸
与
し
業
務
を
行
う
。

端
末
13
台
を
購
入
し
、
全
額
分
が

北
海
道
か
ら
補
助
さ
れ
る
。

意

見

書

主
な
補
正
予
算

同

意

８月臨時・９月定例議会

主

な

質

疑

町
長
が
呼
び
か
け
、
Ｊ
Ａ
鹿

追
町
と
農
業
委
員
会
で
構
成

し
て
開
催
し
た
。
会
議
で
は
、
新
規

就
農
や
農
家
減
少
に
つ
い
て
対
策
を

協
議
し
た
い
。

今
後
は
３
〜
４
カ
月
に
１
度
程

度
の
開
催
を
考
え
て
い
る
。

１
者
か
ら
の
見
積
り
で
予
算

計
上
し
た
が
、
今
後
は
複
数

者
か
ら
見
積
書
を
徴
す
る
予
定
。

専
任
部
署
は
設
置
せ
ず
、
現
状
の

体
制
で
進
め
る
。

Ａ

Ａ

（
川
染
議
員
）

９
月
５
日
開
催
の
次
世
代

農
業
経
営
対
策
協
議
会
は
、

要
望
が
あ
っ
て
開
催
し
た
の
か
。

今
後
の
回
数
は
。

（
山
口
議
員
）

脱
炭
素
先
行
地
域
づ
く
り

事
務
及
び
役
場
周
辺
Ｚ
Ｅ

Ｃ
化
改
修
等
業
務
委
託
料
の
積
算

は
、
複
数
か
ら
の
見
積
り
か
。

専
任
職
員
や
部
署
の
設
置
は
。

（
埴
渕
議
員
）

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ

ク
チ
ン
の
種
類
の
選
定
は

誰
が
行
う
の
か
。

ワ
ク
チ
ン
の
期
限
切
れ
に
よ
る

廃
棄
は
。

Ｑ

ＱＱ

【
行
政
報
告
】

【
一
般
会
計
補
正
予
算
】

８月臨時・９月定例議会

■	昨年はとても暑い夏でした。今年の夏は雨の日が多く涼しかったけ
ど、おいしい作物が育ちました。感謝・感謝。つぶやき

水素燃料電池自動車（ＦＣＶ）は中古車も補助対象水素燃料電池自動車（ＦＣＶ）は中古車も補助対象

条

例

改

正

議

決

事

項

国民健康保険病院国民健康保険病院

運動公園スキー場運動公園スキー場

山木　友子	さん河邊　美佳	さん

（
清
水
議
員
）

ス
キ
ー
場
用
物
置
購
入
費

の
中
に
基
礎
工
事
を
含
む

の
か
。Ｑ

ワ
ク
チ
ン
の
種
類
は
、
国
の

配
分
で
あ
り
町
は
要
望
で
き

な
い
。

使
用
期
限
が
近
い
ワ
ク
チ
ン
は

北
海
道
を
通
じ
て
返
却
し
て
い
る
。

急
な
キ
ャ
ン
セ
ル
の
場
合
は
廃

棄
す
る
。

Ａ

カナダ短期留学出発式（R4.9.30）カナダ短期留学出発式（R4.9.30）
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一般質問

観

光

行
財
政
改
革

保全と活用の取り組み
を進めたい

今後も新たな課題に
対応

ナキウサギをまちの
シンボルとしてＰＲを

プロジェクトチームの
設置で民営化の検討は

A

A

山口　優子　議員

埴渕　賢治　議員

Q

Q

（
質
問
）

鹿
追
の
観
光
と
環
境
の
シ

ン
ボ
ル
と
し
て
、
希
少
性
が

高
く
、
か
わ
い
ら
し
い
ナ
キ

ウ
サ
ギ
を
も
っ
と
Ｐ
Ｒ
し
て

い
く
こ
と
を
提
案
す
る
。
ゼ

ロ
カ
ー
ボ
ン
シ
テ
ィ
の
取
り

組
み
は
、
寒
冷
な
環
境
を
好

む
ナ
キ
ウ
サ
ギ
の
た
め
に
も

（
質
問
）

環
境
保
護
の
象
徴
に
な
っ

て
い
る
特
別
な
生
物
、
例
え

ば
ウ
ミ
ガ
メ
、
イ
リ
オ
モ
テ

ヤ
マ
ネ
コ
等
を
有
す
る
自
治

体
は
、
保
全
と
活
用
の
両
方

を
考
え
て
さ
ま
ざ
ま
な
取
り

組
み
を
行
な
っ
て
い
る
。
本

町
で
は
、
ど
の
よ
う
な
団
体

が
活
動
し
て
い
る
か
。

（
質
問
）

本
町
の
自
治
体
運
営
で
は
、

さ
ま
ざ
ま
な
民
営
化
の
業
務

事
例
が
あ
る
。

財
政
負
担
の
軽
減
を
図
る

に
は
、
民
間
活
力
を
可
能
な

限
り
生
か
し
、
実
行
に
移
す

事
が
肝
要
で
あ
る
。

そ
の
状
況
下
で
自
治
体
の

（
質
問
）

今
日
に
至
る
成
功
事
例
で

は
、
も
み
じ
の
里
・
道
の
駅

し
か
お
い
、
ま
た
、
指
定
管

理
者
制
度
を
活
用
し
て
町
営

牧
場
と
ほ
ほ
え
み
プ
ラ
ザ
で

健
全
な
管
理
・
運
営
が
行
わ

れ
て
い
る
。

今
後
の
取
り
組
み
と
し
て
、

調
査
・
研
究
・
検
討
の
た
め

に
人
材
を
登
用
し
て
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
を
設
置
し

て
は
。

（
答
弁
）
髙
井
ジ
オ
パ
ー
ク
推
進
課
長

と
か
ち
鹿
追
ジ
オ
パ
ー
ク

推
進
協
議
会
と
然
別
自
然
休

養
林
保
護
管
理
協
議
会
の
２

団
体
が
中
心
と
な
り
、
保
護

観
察
を
進
め
て
い
る
。

ま
た
、
有
識
者
の
意
見
も

聴
取
し
て
い
る
。

今
後
の
保
全
計
画
を
考
え

て
い
き
た
い
。

（
答
弁
）
喜
井
町
長

グ
ッ
ズ
の
販
売
、
ナ
キ
ウ

サ
ギ
観
察
ツ
ア
ー
の
開
催
や
、

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
で
の
情
報

発
信
を
行
な
っ
て
い
る
。

カ
ン
ト
リ
ー
サ
イ
ン
等
の

変
更
は
慎
重
に
検
討
す
る
。

こ
れ
ま
で
は
野
生
動
物
の

生
息
地
に
関
す
る
情
報
は
極

力
伏
せ
て
き
た
が
、
関
係
団

体
と
協
議
し
な
が
ら
モ
ニ
タ

リ
ン
グ
実
施
を
考
え
て
い
る
。

（
答
弁
）
喜
井
町
長

今
ま
で
も
さ
ま
ざ
ま
な
課

題
に
対
し
、
庁
舎
内
で
横
断

的
な
連
携
に
よ
り
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
チ
ー
ム
を
設
置
し
検
討

し
て
い
る
。

今
後
も
新
た
な
課
題
に
対

し
て
も
対
応
し
た
い
。

ナキウサギ

ほほえみプラザ
指定管理者制度で鹿追町商工会が運営

な
る
。

ナ
キ
ウ
サ
ギ
の
グ
ッ
ズ
を

た
く
さ
ん
作
り
、
カ
ン
ト
リ
ー

サ
イ
ン
や
ジ
オ
パ
ー
ク
の

マ
ー
ク
の
デ
ザ
イ
ン
を
変
更

し
た
り
、
ふ
る
さ
と
納
税
の

寄
付
目
的
「
国
立
公
園
エ
リ

ア
の
活
用
保
全
事
業
」
を
「
ナ

キ
ウ
サ
ギ
等
の
希
少
な
動
植

物
の
保
全
事
業
」
と
名
称
を

変
え
て
は
ど
う
か
。

ま
た
、
ナ
キ
ウ
サ
ギ
の
餌

と
な
る
コ
ケ
等
の
高
山
植
物

が
、
登
山
客
に
踏
ま
れ
て
枯

れ
て
し
ま
う
課
題
が
あ
り
、

生
息
環
境
の
調
査
と
保
全
活

動
は
急
務
で
あ
る
と
考
え
る
。

今
後
の
対
策
と
し
て
ど
の

よ
う
に
取
り
組
む
か
。

ス
リ
ム
化
に
つ
な
が
れ
ば
、

財
政
効
果
が
得
ら
れ
る
と
判

断
す
る
が
。

（
答
弁
）
喜
井
町
長

新
た
な
行
財
政
改
革
大

綱
は
、
町
民
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ

プ
や
職
員
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

チ
ー
ム
等
、
多
く
の
意
見
を

伺
い
な
が
ら
策
定
し
た
。

町
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
・

行
政
運
営
の
改
善
・
財
政
基

盤
の
強
化
、
さ
ら
に
民
間
活

力
の
活
用
も
規
定
し
て
お
り
、

質
の
高
い
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
、

事
務
の
効
率
化
に
努
め
て
い

る
。ま

た
、
町
が
実
施
す
る
業

務
委
託
で
は
「
民
間
委
託
・

公
設
民
営
化
が
可
能
な
事
業

か
」「
住
民
サ
ー
ビ
ス
低
下
に

つ
な
が
ら
な
い
か
」「
財
政

効
果
が
得
ら
れ
る
か
」「
事
業

の
継
続
性
を
担
保
で
き
る
か
」

「
法
令
遵
守
の
堅
持
を
担
保
で

き
る
か
」
の
要
件
を
満
た
す

こ
と
が
重
要
と
考
え
取
り
組

ん
で
い
る
。

町
民
・
議
会
・
行
政
が
一

体
と
な
り
、
持
続
可
能
な
ま

ち
づ
く
り
に
ま
い
進
し
て
い

く
決
意
で
あ
る
。

８月臨時・９月定例議会、まちなか会議、一般質問

町
政
を
問
う
。

町
政
を
問
う
。

９
月
21
日
、
一
般
質
問
と
し
て
３
人
の
議
員
が
登
壇

し
た
。

※
各
議
員
の
顔
写
真
は
事
前
撮
影
し
た
も
の
で
す
。

（
質
問
）

鹿
追
高
校
は
令
和
５
年
度

か
ら
入
学
生
徒
を
全
国
募
集

す
る
が
、
全
国
の
入
学
者
を

受
け
入
れ
る
た
め
、
生
活
支

援
や
準
備
が
重
要
で
あ
る
。

町
で
は
ど
の
よ
う
な
支
援

策
を
準
備
し
て
い
る
か
。

鹿追高校

高
校
と
協
力
し
体
制
を
整
備

全
国
募
集
の
支
援
体
制
は

QA

数
人
の
中
学
生
が
来
町
し
見

学
し
て
い
る
。

ま
た
、
高
校
の
教
職
員
が

札
幌
市
内
の
中
学
校
を
訪
問

し
、
教
育
内
容
や
学
校
の
魅

力
を
Ｐ
Ｒ
し
て
い
る
。

（
答
弁
）
渡
辺
教
育
長

現
在
、
男
子
寮
は
町
の
直

営
方
式
で
12
人
、
女
子
寮
は

民
間
に
委
託
し
て
５
人
、
そ

れ
ぞ
れ
入
居
が
可
能
で
あ
る
。

男
子
寮
の
舎
監
業
務
は
令

和
５
年
度
以
降
も
継
続
し
て

確
保
で
き
る
。
食
事
は
町
内

事
業
者
に
委
託
し
て
い
る
。

寮
生
が
安
心
し
て
暮
ら
せ

る
よ
う
努
め
た
い
。

全
国
的
な
少
子
化
の
中
、

十
勝
管
内
で
は
今
後
７
年
間

で
２
０
０
人
程
度
減
少
す
る

と
さ
れ
、
安
定
し
た
生
徒
の

確
保
は
厳
し
い
状
況
で
あ
る
。

こ
う
し
た
こ
と
か
ら
、
北

海
道
教
育
委
員
会
は
全
国
募

集
要
件
を
緩
和
し
、
高
校
と

町
が
協
力
し
積
極
的
に
進
め

る
体
制
を
整
え
て
い
る
。

鹿追高校

（
質
問
）

安
心
し
て
高
校
生
活
を
送

る
た
め
の
学
生
寮
の
定
員
及

び
管
理
体
制
は
。

狩野　正雄　議員

議員とカフェでひとこと（R4.8.23）

８
月
23
日
、
議
員
と
カ
フ
ェ
で
ひ

と
こ
と
を
国
際
交
流
セ
ン
タ
ー
で
開

催
し
、
３
人
が
参
加
し
た
。 （（まち

会　議
かな

住民と議会を結ぶ
カ
フ
ェ
で
ひ
と
こ
と

開
口
部
が
広
い
こ
と
か
ら
、

土
間
コ
ン
ク
リ
ー
ト
を
打
設

予
定
で
あ
り
、
予
算
も
含
ま
れ
る
。

女
性
消
防
団
員
は
現
在
２
人

だ
が
、
10
月
か
ら
３
人
に
増

え
る
予
定
で
あ
る
。

令
和
４
年
度
は
５
月
に
第
１

回
全
体
会
議
を
開
催
し
、
高

齢
者
・
成
人
・
子
ど
も
の
３
部
会
に

分
け
、
そ
れ
ぞ
れ
２
〜
３
回
開
催
し

た
。８

月
に
第
２
回
全
体
会
議
を
開

催
し
、
各
部
会
の
検
討
内
容
を
共
有

し
た
。
12
月
に
第
３
回
全
体
会
議
を

予
定
し
て
い
る
。

水
道
料
金
減
免
も
含
め
、
町

民
向
け
支
援
を
年
内
に
実
施

で
き
る
よ
う
検
討
す
る
。

ＡＡＡＡ
（
川
染
議
員
）

図
書
館
建
設
検
討
委
員
会

の
活
動
及
び
進
ち
ょ
く
状

況
は
。

（
上
嶋
議
員
）

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
緊

急
経
済
対
策
事
業
と
し
て
、

水
道
料
金
減
免
等
の
実
施
は
。

ＱＱ

（
答
弁
）
渡
辺
教
育
長

全
国
募
集
を
支
援
す
る「
地

域
み
ら
い
留
学
」
に
加
盟
し

て
オ
ン
ラ
イ
ン
に
よ
る
鹿
追

高
校
の
学
校
説
明
や
魅
力
あ

ふ
れ
る
教
育
活
動
を
紹
介
し

て
い
る
。

こ
れ
に
よ
り
関
東
圏
か
ら

（
答
弁
）
喜
井
町
長

町
で
は
鹿
追
高
校
に
対
し

て
魅
力
あ
る
高
校
づ
く
り
を

支
援
し
て
き
た
。

（
清
水
議
員
）

現
在
の
女
性
消
防
団
員
数

は
。

Ｑ
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（
取
材
・
イ
ン
タ
ビ
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ア
ー
　
清
水
浩
徳
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取
材
・
イ
ン
タ
ビ
ュ
ア
ー
　
安
藤
幹
夫
）

100 歳を迎えた

木
き

俣
また

　君
きみ

子
こ

	さん

９
月
14
日
、
令
和
４
年
度
敬
寿

会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

コ
ロ
ナ
禍
で
の
開
催
で
し
た
が
、

皆
さ
ん
の
長
寿
を
祝
い
、
96
人
が

表
彰
と
な
り
ま
し
た
。

１
０
０
歳
を
迎
え
た
木
俣
君
子

さ
ん
は
元
気
に
出
席
さ
れ
、
町
の

高
齢
者
表
彰
を
受
賞
し
ま
し
た
。

木
俣
さ
ん
は
65
歳
ま
で
看
護
師

と
し
て
国
民
健
康
保
険
病
院
で
勤

務
し
ま
し
た
。

そ
の
後
も
高
齢
者
施
設
等
で
仕

事
を
さ
れ
て
き
ま
し
た
。

看
護
師
の
仕
事
を
続
け
て
き

た
こ
と
で
、
今
も
元
気
で
生
活

し
て
い
ま
す
。

家
に
閉
じ
こ
も
る
こ
と
な

く
、
日
頃
か
ら
積
極
的
に
行
動

し
、
趣
味
や
会
合
に
も
参
加
し

て
い
ま
す
。

現
在
も
規
則
正
し
い
生
活
を

送
る
こ
と
が
で
き
る
の
は
皆
さ

ん
の
お
か
げ
で
す
。

敬
寿
会
で
高
齢
者
を
表
彰

３
年
ぶ
り
の
カ
ナ
ダ
短
期
留
学

カ
ナ
ダ
短
期
留
学
と
い
う
貴

重
な
経
験
が
で
き
た
こ
と
に
感

謝
し
ま
す
。

ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
の
方
と

過
ご
す
時
間
は
、
積
極
的
に
英

語
で
の
会
話
に
心
掛
け
る
と
と

も
に
、
日
本
文
化
紹
介
で
は
カ

ナ
ダ
の
人
た
ち
が
楽
し
ん
で
も

ら
う
た
め
、
日
本
の
素
晴
ら
し

さ
を
発
表
す
る
よ
う
取
り
組
み

ま
し
た
。

出発式であいさつした

松
まつ

井
い

　かなで	さん 元気に出発した 45人の高校生

喜井町長から表彰される木俣さん（中央）

９
月
30
日
、
鹿
追
高
校
生
２
年

生
45
人
が
カ
ナ
ダ
短
期
留
学
に
際

し
、
出
発
式
が
町
民
ホ
ー
ル
で
行

わ
れ
ま
し
た
。

３
年
ぶ
り
の
短
期
留
学
は
、
10

月
10
日
ま
で
の
11
日
間
で
、
ホ
ス

ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
と
の
交
流
や
異
文

化
体
験
を
行
い
ま
し
た
。

ま
た
、
ス
ト
ニ
ィ
プ
レ
イ
ン
町
内

観
光
、
ジ
ャ
ス
パ
ー
国
立
公
園
旅

行
、
メ
モ
リ
ア
ル
コ
ン
ポ
ジ
ッ
ト

高
校
に
よ
る
フ
ェ
ア
ウ
ェ
ル
パ
ー

テ
ィ
ー
等
、
た
く
さ
ん
の
思
い
出

づ
く
り
や
素
晴
ら
し
い
体
験
を
す

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。


